
がん患者と家族のためのサロン

がん相談支援センター MSW木村



国民の２人に１人はがんにかかり、その３割が働く
世代といわれています。

がん患者の約３人に１人は２０代～６０代で罹患し、
仕事を持ちながら通院している方が多くいます。

がんと診断を受けて退職・廃業した人は就労者の約
１９．８％、そのうち初回治療までに退職・廃業し
た人は５６．８％となっています。

ご本人が診断時から治療と仕事の両立についても、
気軽に相談できる体制づくりが求められています。



厚生労働省では、労働関係部局と連携しながら、
治療と仕事を社会的にサポートするしくみを構築
し、がんになっても生きがいを感じながら働き続
けることができる社会づくりに取り組んでいます。

～取り組み～

〇がん患者が治療と仕事を両立しやすい環境整備

〇がん診療連携拠点病院等でがんと診断された時から相談

できる環境整備

〇離職しても再就職について専門的に相談できる環境整備



〇長期療養者に対する就職支援事業として、ハローワークで
は専門相談員(就労支援ナビゲーター)が配属され、がん診療
連携拠点病院等と連携して就労支援を行っています。



就労に関する
さまざまなご
相談ができま
すよ♪
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社会保険労務士
による無料の
就労相談もあり
ます！！
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がんと診断されたと同時に仕事を辞めてしまう
方も少なくありません。いまは治療とうまく付
き合いながら仕事を続けることも可能となって
います。

経済的なこと、仕事や家庭のことなど、相談す
るのに躊躇されるかもしれませんが、お気軽に
「がん相談支援センター」へご相談ください。

安心して治療に臨むために、今後について一緒
に考えましょう。

ＪＣＨＯ九州病院 がん相談支援センター

１階入退院セ
ンター奥にあ
ります♪



※詳細については下記資料をご参照下さい。

 〇「平成29年 全国がん登録罹患数・率報告」（令和2年4月24日発行）
編集・国立がん研究センターがん対策情報センター/

 発行・厚生労働省健康局がん・疾病対策課
〇 厚生労働省委託事業「平成30年度患者体験調査報告書」

 （国立がん研究センターがん対策情報センター）

 〇 治療と仕事の両立支援について（労働基準局）
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000115267.html
〇 患者等就職支援対策事業（職業安定局首席職業指導官室）

 https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000065173.html
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